
ピアノ学習教材における現代曲の考察Ⅰ

－和音について－

小木曽　敏　子

はじめに

前回本学の紀要において，「ピアノ学習教材における

現代曲の考察」として旋律の面からみたが，今回はその

時点でふれなかった和音の面を考察したい。

本題に入る前に，現代曲の持つ特性についてまとめて

みると，多様な調性・音階，響きの異なる和泉　変化音

や異なった音配列による旋猟変則リズム・変拍子，奇数

小節など不定なフレーズ等である。それらが楽譜に現わ

れた場合一見して今までの曲との違いはわかるのだが，

それを実際の音で表現しようとする時は，未経験や不馴

れなために生理的にも精神的にも大きな消耗を余儀なく

され，一方聴く者にとっても受け入れるのに時間がかか

ったり，拒否反応を示したりすることになると思われ

る。前回は旋律の面から現代曲の特性を考察した。それ

によると，音程出現頻度の順位では現代曲では短2度が

1位で，ロマソ派の長2度1位、短2度が2位との順位

の交代がみられた。また4度と長3度の順位も交代がみ

られた。長音程と短音程については，現代曲では60％が

短音程であったが，ロマソ沢では長音程が62％占めてい

る。増音程・減音程ではロマソ派が1／〉3％あるのに対

し，現代曲のハチャトリアンのものには11％使用されて

いて，大きな差がみられた。一方音の上行下行について

は殆ど違いはなく，音の動きについての継続2音間でみ

た場合にも差はみられなかった。以上のことから現代曲

の違いは旋律面から見ると，使用する音の性質による所

が大きいことが判明した。しかし，音程のうち協和音程

と不協和音樫との差がみられなかったことについては，

旋律線の面のみから考察の結果であって，音についての

もう一つの面即ち和音の面からみる必要があるのではな

いかという問題が残った。

（長野県短期大学紀要弟35号カ、木曽敏子ピアノ学習教材にお

ける現代曲の考察による。）

今回は和音の面から現代曲の特質を考察したい。資料

は前回と同じ3曲として，旋律面の結果と合わせて比餃

検討することにする。

資料1　ハチャトゥリアソ「少年時代の画集」

（内8曲）（第1曲1926年作軋　第2曲′、ノ

第8曲1947年作曲）

2　ブルグミューラー「24の練習曲」（全25

曲）（1806年～1844年）

3　シューマソ「子供の情景」（内12曲）

（1838年作曲）

Ⅰ使用和音についてその結果と考察

1　和音の出現頻度について

各曲の和音出現総数は「少年時代の画集」はユ001個，

ブルグミューラーは2266個，「子供の情景」は983個で，

1曲平均ではそれぞれ，125．1個，90．6胤　74．4個であ

った。しかしこの数は，拍子やリズムによるところが大

きいので数が少ないから易しいと一概にいうことはでき

ない。このことについては，拍子の他に和音を計算する

時の単位をみなければならないが（表（8）参照），「少年

時代の画集」の場合は1小節1和音または1雅1和音を

単位としてみることができないのが他の2曲と異なると

ころであるが，この点でも現代曲の和音数は使用和音の

種額の多さをも示しているとみてよいだろう。

2　主要三和音について

主要三和音の出現頻度数は表（6）のようである。これは

最も基本的な和音であるが，現代曲についてこの計算を

することは非常にむつかしいし，疑問がある。多詞・復

調を持つ曲でこの判断をすること自体意味がないが，他

の2曲と比較する必要上それぞれの主要三和音をあえて

算出して比較してみると，平均で「少年時の画集」19．6

％，「ブルグミュラー」59．7％，「子供の情景」50．3％

であった。

また主要三和音に次いで多く使用される属七の和音を

加えてみると表（7）のようにそれぞれの平均は，22．8％，

73．5玖　61．4％であった。初歩学習者用の「ブルグミュ

ーラー」では曲の伴奏部は3／4までが殆ど同位置で，主

な三種叛の和音を弾けばよいことになり，手の移動が少

なくてすむのに対し，現代曲では和音の種類も主要の三
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「子供の情景」（シェーマン）
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「24の練習曲」（7●ルグミューラー）
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曲 俶ｸ���拍子 �%�犬�瞳類 冕ｲ�主要 三和苦 偃YV��蕀������ｹ�齏R�和 土 日 儻8ｺi��������長三・ 短三・ 属七の 和音 ��ﾘ�YlR���將�

1 排�2 畑�B�8 鼎"�（％） ����8�｢�（％） ����8�｢�（％） ����8�｢�
す 劔61．9 塔8�C2�88．1 ����C��88．1 ����C��

2 韮�．旦 4 箸�14 ��C"�47．9 侘ｳH�S��79．6 �#��CB�79．6 ��h�C"�

3 �8��2 7 箸�10 鼎��32．5 �3(�CR�72．5 �/��CR�72．5 ���

4 韮�2 す ����12 田"�43．5 鼎8�CR�64．5 �3X�CR�61．3 ��h�C��

5 韮�2 7 ��B�20 涛2�34．4 田��C"�82．8 ��x�C"�75．3 祷�Cr�
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9 �2�且 4 箸�15 都��63．4 田��C��84．5 ��X�CR�84．5 滴�C"�

10 没�2�2 す 箸�17 鉄��35．3 �3X�C2�64．7 �3X�I�｢�64．7 �#X�CR�

11 肺�ﾆR�2 7 ����19 ��モ�担．8 鉄��Cb�85．1 ��H�C��80．3 ����Cr�
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「少年時代の画集」（ハチャトゥリアン）
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8 ���6 ‾訂 畑�B�26 ��sR�38．3 鼎X�C��56．6 鼎8�CB�52．6 �3��C��
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ピアノ学習教材における現代曲の考察Ⅰ

種は1／4弱で残る3／4強は耳も手も馴れたドミソ，ドファ

ラ，シレソ（十ファ）以外の音を掴まなくてはならない

ことになる。

ここでそれぞれの曲に使われている和音の種類の数に

ついてみてみると表（4）のようである。「少年時代の画

集」は平均30種類，「ブルグミューラー」は10種類，「子

供の情景」の平均は14種類であった。他の2曲がはっき

り調号で転調しているのに対し，現代曲は変化記号の連

続での転調であるから，前者のように実際には10ないし

ユ4種の和音がまとまって使用されているものとは質の臭

った30穫であるといわなくてはならない。

3　音の協和と不協和について

音の協和と不協和については，表（8）（9）的旭のようであ

った。

長三和音と短三和音および属七の和音の使用について

みてみると表細のように，「少年時代の画集」43．6％，

「ブルグミューラー」84．6％，「子供の情景」85．995とな

っていて，現代曲での協和音の使用は他の2曲に比べる

と約半数になっている。

増和音と減和音の使用について表旭でみると，それぞ

れ35．8％，5．2％，13．4％であった。前回の旋律に現わ

れた増・減音程の総数はそれぞれ11．0％，1．1％，3．1％

であった。これにより，旋律に現われたもの樫の差は和

音にはないが，それでも現代曲の場合は7倍または3倍

の増・減和音が使用されている。

不協和和音の使用総数からみると「少年時代の画集」

は平均57．495，「ブルグミューラー」14．2％，「子供の借

景」22．1％であった。旋律の面から見た協和音程と不協

和音程の3曲間の差は大きくなかったが，和音の面では

「少年時代の画集」に使用している不協和音は「ブルグミ

ューラー」の4倍，「子供の情景」の2．6倍となっていて，

従来の音との違いが大きく出ている。（この場合は長

三・短三・長七・短七の各和音以外の和音を不協和音と

して扱った。）

協和音・不協和音についての定義は，将来は非常にむ

づかしくなってくると思まっれる。現代では一般的には，

音楽理論によって協和音樫を含むものと不協和音程を含

むものとに分析している。これはピタゴラスの振動数の

比から割り出したものであるが，人間の聴覚で判別する

と，即ち音の合い方が耳ざわりなものを不協和音程とし，

耳ざわりでないものを協和音程とする理論，または異な

る2つの音が1つの音にきこえるものを協和とするとい

う理論のいずれからみても，しばしはこの定義と異なる

場合が生じてくる。人の聴覚は馴れによって変ってくる

からである。騒音に囲まれて音量に鈍感になっている現

代，耳に入って来る音楽自体も変化がみられる昨今，人

間の音に対する感覚がどんどん変っていく現代，これら

の環境によっても音楽理論でいう協和・不協和の範疇は

変っていくものと患われる。

Ⅰ　聴党による実験Ⅰとその結果と考察

実際に音に表わされたものについての反応を調べてみ

る。「少年時代の画集」より次の5曲をとり出して，ピ

アノ演奏をきいて答えたものである。

小さな歌（第1曲）

スケルツォ（第2曲）

友達の病気（第3曲）

誕生日のパーティ　（第4曲）

中馬（木席）（第8曲）

上の5曲のピアノ演奏を聴いて，印象（題名づけ）・

、特徴（今までの経験した音楽と異なっ七いると思われる
ことなど）・作曲年代などについて，自由な回答を求め

た。被験者はピアノの実技の経験を持つ本学幼児教育学

科1，2年生と経験を持たない専門学校生（女）であ

る。回答者123名車2，3名を除いた殆どの学生は，現

代曲に関しては全く白紙だとみられる。

特徴についての回答を分類してみる。

打）音階について

半音階・半音が多い　など

今までのものと異なっている

使用音階が不明，多調・無調など

長調と短調が混在しているなど

伺　和音について

おもしろい，不思議な響き

不協和だがうまく使ってあって効果的

新しい音を求めている　など

耳なれない，音がずれている

音がつぶれている，きたない

音が合っていない，耳ざわりなど

¢う　旋律について

音の流れが変っている　など

旋律がはっきりしない，旋律がない

口ずさめる旋律がない　など

似たような旋律をきいたことがあるなど　6名

目リズムについて

同リズムの連続など変っている　　　　　49名

変拍子の挿入（拍子が数えられない）　　6名

銅　終止について

中途半端な終り方だ

普通の曲と異なっている

曲全体との調和がとれていない
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㈹　伴奏について

芸芸雲芸票言霊芸…言霊孟警雷雲ど）5名

芸芸芝呈冨望誌‡ご三言：自三雲　恒
鯛　右手と左手について

左右が不調和，左右が別の曲のようなど　23名

宝霊芝…モミ孟禁芸㌣慧芸している）10名

票霊：工芸忘票冨去雷雲ある）40名
明か晴か，重か軽かどちらとも

いえない，入。ま。っているなど）30名

つかみ所がない　など　　　　　　　　14名

感覚的・現代的・民族的　　　　　　　14名

∴二■∴言言∵＼一一　日
今までの音楽とは変っていないなど　　10名

表現の異なるものもあるが，大きく分けると以上のよ

うな反応を得た。

今まで経験した音楽と異なると感じたことで一番多い

具体的な回答は和音についてであって，回答数の25．3％

を占めている。次いで旋律についてが12．5％，リズムに

ついてが1ユ．5％，音階についてが8．8％，左右の調和に

ついて6．9％，終止について4．4％，伴奏についてが3．5％

の記述があった。全体にわたっての全般的記述は全回答

の25．3％あり，ピアノ実技の無経験な専門学校生の回答

の41．2％は全体についての記述であった。各項目別にピ

アノ経験者と無経験者の回答をみてみると，経験者は和

音について28．0％，旋律について12．6％，リズムについ

て11．8％が既体験の音楽と異なっていると答えている。

無経験者は和音について19．3％，旋律について10．9％，

音階について10．1％が今まできいた曲との違いを感じて

いる。

ピアノの実技怨経験者と学習中の学生との大きな違い

の一つに回答の仕方・着眼点の違いがみられた。前者の

うち全般的な印象のみで答えた者は10．7％で，後者のそ

れはユ5．4％とこの人数上の割合にそう差はない。しか

し，具体的に回答したそれぞれ89．3％と84．6％の者の回

答の中味に差があるといえよう。歌爵曲やフォークソソ

グが生活の殆どを占めている音楽経験の毎日で，クラシ

ックとかピアノ演奏などを聴く壊会が殆ど持っていない

ために，音楽要素別に音楽をとらえるということを知ら
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ないでいるからである。しかし，その中でも小さい時に

ピアノを習ったことがある，または，現在サークルなど

に入っていて歌っているという学生は，ピアノ学習中の

学生とその回答に大きな差は出ていない。各音楽要素別

の反応では，和音について前者はきたないとする者とう

まく使っているという者とが殆ど同数であるが，後者は

良しとする者の方が多い。旋律については，旋律が他の

曲のようにはっきりしないということに後者は回答が集

まっているのに対し，前者でそれに触れた者は少なかっ

た。形式・終止・伴奏についての反応は前者はぐっと少

数になり，日常の経験が反応する手段に大きく影響して

いることが現われているとみてよいだろう。感覚的には

，両者にそう違いがあるという反応はみられなかった。

囲　この曲の作曲された時代はいつ頃だと息うかとい

う問に対しては，次のように回答が出た。（本学生

のみ）

一　現代（19C後半～20C）　　21．2％

ユ8C′一一′19C　　　　　　　　　21．2％

中世（10C′、ノ17C）　　　　20．0％

18C（古典派）　　　　　　　8．2％

舌代　　　　　　　　　　　　5．9％

そしてどこの国の作曲者かという問には，

ヨーロッパ　　　　　　　　　32．9％

東欧圏　　　　　　　　　　　21．2％

中近東，アジア　　　　　　12．9％

そのうちでソ連と答えた者は17．5％，ハチャトゥリアソ

と答えた者が2名あっそ。中近東・アジアと答えた者が

あったのは，第5曲目小鳥の民族舞踊的色彩が影響した

のであろう。

Ⅱ　聴覚による実験Ⅰ

対象は本学幼児教育学科1，2年生である。

ピアノ演奏を聴いて回答した。

材）次の3曲のうち今までにきいたことがある曲に○

をつけなさい。

Aご・チュード

B晋のお吉

C小さな歌

（いずれも「少年時代の画集」より）

結果はきいたことがあると答えたものはAが7．4％，

Bが1．2％，Cが74．1％であった。

伺　この病の曲（響き）を聴いたことや演奏したこと

がありますか。

きいたことがある　　　　　　　　　　　　33．0％

きいたことがあるような気がする　　　　　4．9％

全くきいたことはない　　　　　　　　　59．8％
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は80．5％の者が記憶しており，80日余経て2度日を聴い

た2年生は67．5％の記憶者があった。第1曲目で印象が

演奏したことがある　　　　　　　　　　　2名

¢う　誰か（何か）の曲に旋律が似ている，または響き

が似ていると思うものがあったら書きなさい。

これについては，ギロック7名，カバレフスキー，フ

ォーレリムスキーコルサコフ，リスト，メソデルスゾー

ソ，湯山昭，モダソジャズ各1名という結果であった。

国　この曲に使ってあるような音についてどう感じる

か。

不思議な調和がある　　　　　　　　75名

素敵なひびき・効果的　　　　　　　46名

おもしろい音　　　　　　　　　　　20名

不協和和音　　　　　　　　　　　12名

異様な音　　　　　　　　　　　　　ユ2名

耳なれない音　　　　　　　　　　12名

別に今までの音（曲）と違わない　1名

銅　このような音が使ってある曲について

興味がある　　　　　　　　　　89．0％

興味はない　　　　　　　　　12．3％

弾いてみたい　　　　　　　　　50．7％

弾いてみたいとは思わない　　11．0％

Ⅳ　聴覚による実験Ⅱ

N　協和和音と不協和和音との判別

ピアノ演奏による11の和音について，ひびき合ってい

ると思うものに○，きたない・合っていないと思うもの

に×をつけなさい。使用した和音は次の通りである。

1　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　10　11

結果は下記のようであった。（数字は％）

実験Ⅰ及びⅡ材）ル桐の考察

好）ではA曲は2年生は昨年6月に演奏会で上級生の生

済奏を1度聴いたことがある曲で2年生のうちの1．25％

が記憶していた。B曲は初めてきいた曲と患まっれるが1

名知っていると答えた。C曲は聴覚による乗除Ⅰの第1

曲として使用した曲で今回で2度耳にしたことになる

が，74．1％が記憶に残っていた。このうち30日の間隔を

おいて2度日を聴いた1年生強かったことが1回だけの

受身の経験でも意識に残っていたことになろう。そして

その記憶は時間と共に失せていくことがうかがえる。

回の現代曲の演奏経扱者は81名申2名であったし，こ

の曲の作曲者と曲名を知っていた者は1名であった。に

もかかわらずこの煩の響きに全くふれたことさえもない

者，または，異物だと感じた者は非常に少ない。

またこのような音楽・響きに関して多項目を選択した

目によると，是定的な反応は77．3％，否定的な反応は22．7

％であった。これとMの不協和和音に対する反応を比べ

てみると，7′、ノ11の不協和和音を不協和だと判断したも

のは34．6％〟79．0％であって，7と9については協和と

するものの方が多く，各音の間の音程がそれぞれ同じも

のは不協和とは感じないようである。7も9も各音間は

全部短3度の積み重ねである。7′）11はいずれも板音と

第五音もしくは第七音の音程は減音程・増音程・長七

度・短7度であるから同条件だと思われるが，7と9枚

協和反応が大きく，8，ユ0，11は殆ど同じ割合の不協和

反応があったことは非常に興味深い。しかし，この11の

和音だけで協和不協程の反応についての断を下すことは

早計であって，他に用意周到な多く資料が必要である。

銅から現代音に対する興味と音の不協和感との関係を

みてみると，いわゆる不協和和音を不協和だとした者は

興味があるまたは弾いてみたいと答えたものが54．5％，

興味がないまたは弾きたくないと答えたものは57．8％と

3％の差がみられたが，両者に差はないと言ってよい。

一方協和和音を不協和だと感じたものは前者は12．8％で

あったのに対し，後者は24．0％で，前者の約2倍の反応

がみられた。これをどう理解していくかが今後の課題の

一つとなった。

おわりに

現代曲について和音の面からその特質をみ，またそれ

に関連して学生達が現代曲の音（和音）に対してどのよ

うな異和感の反応を示すかをみようとした。構成和音に

ついては大きな差がみられ，現代曲の特徴を浮きぼりに

した。これに対して学習者の聴覚が生理的嫌悪さえ感ず

る者があると予想したが，「中学生時代までは，きちん

と整った和音でなければ受けつけられないようなところ

があったが，今では今回のような音・和音に興味をもっ

ている」（原文のまま）という記述があったように，77

％が関心をよせ，50％が弾いてみたいとしている。白紙

の状態の時の音の感覚への影響と，生活環境による経験

年令（生活年令）が大きく聴覚に影響をおよぼすという

75
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ことを示しているといえよう。現代曲の和音に異和感を

持つものが23％あったが，77％が是定反応を示したこと

は，今後ピアノ学習教材として横極的に現代曲をとり入

れて，新らしい音に反応できる感覚を育成していく必要

があると認識を深くした。

今回のような和音に関する文献や，現代曲の音に閑す
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る文献および現代社会の音（音楽を含む）に関する文献

が非常に少なく，他の研究との比較検討や方法および考

え方等の誤まりなどを見出す手掛りが全くなかった。従

って今後多くの見直しや誤まりの訂正等多くの問題を残

していよう。最後に川井教授の御指導に感謝申し上げま

す。


